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　教育や学習（学び）は憧れを育み，価値観を設定し，最終的には生活を豊かにする．私が生
まれた韓国は，教育がこのような役割をどうやって果たせるのかを示す適例であろう．朝鮮
戦争が終了した時点では，人々はほとんど識字能力がなく極度に貧しかった．世界銀行の判
断では，外国からの継続的な援助がなければ，韓国は国民向けに生活必需品以上のものを提
供することは困難であった．世界銀行としては，同国向けのローンは最低金利であってもリ
スクが大き過ぎると考えていた．
　教育が経済的困窮から脱出するための最善の方策であることを韓国は理解していたので，
学校制度の徹底的な見直しに焦点を当てて，すべての子供に教育を――しかも良質な教育を
――提供することを決断した．スマートで革新的な政府の政策と活気のある民間部門とが相
まって，教育の重視は成果を上げた．今日，韓国は普遍的な識字能力を達成しているだけで
なく，生徒たちは国際的な学習評価においても最高水準の成績を収めている．韓国は高所得
国であり，経済開発の成功モデルとなっている．
　韓国はとりわけ人目を引く事例であるが，教育の有益な効果は他の多くの諸国でもみるこ
とができる．うまく実施されれば，教育――およびそれが生み出す人的資本――は経済や社
会全体にとって多くの利益をもたらす．個々人にとって，教育は雇用・所得・健康を促進する．
誇りを高め，新たな視野を切り開く．社会にとって，長期にわたり経済成長を牽引し，貧困
を削減し，革新に拍車をかけ，制度を強固にし，社会の一体感を育む．
　要するに，教育は世界銀行の双子の戦略目標――極度の貧困を終わらせること，および共
有されている繁栄をさらに押し上げること――を力強く推進する．今日の生徒が明日の市民・
指導者・労働者・親になることを考えると，良い教育というのは永続的な利益をもたらす投
資であるといえよう．
　しかし，教育の提供だけでは十分とは言えない．重要なのは，また，投資について真の見
返りをもたらすのは，学習（学び）とスキル修得である．それが真に人的資本を築く．本年の
『世界開発報告』が詳しく裏付けているように，学習が生じていない国やコミュニティが多数
存在する．学びのない学校教育というのは貴重な資源や人間の潜在能力のひどい浪費である．
　いっそう悪いことに，それは不正義である．学びがなければ，生徒は貧困と排除の生活に
閉じ込められてしまうだろう．社会が最も見捨てている子供たちこそ，人生において成功す
るために良い教育を最も必要としている．学習環境はほとんど常に貧しい層にとって著しく
悪く，学習成果についても同じことがいえる．加えて，あまりに大勢の子供たちが就学さえ
してない．これはただちに取り組む必要のある道徳的・経済的な危機である．
　本年の報告書はこの経済的・道徳的な失敗に取り組むための方策を提示している．本書の
詳細な分析が示すところによると，このような問題は学校におけるサービス提供の失敗だけ
でなく，より深い制度上の問題によっても牽引されている．このような欠陥のゆえに失われ
ている人的資本は開発を脅かし，人々や社会の将来を危険にさらしている．そして同時に，
急速な技術変化が人的資本の潜在的利害をいっそう大きくしている：将来の経済において競
争するためには，労働者は適応性・創造性・生涯学習のために，強固な基本的なスキルと基
盤を身に付けている必要がある．
　教育が約束することを実現するためには，単に学校教育だけでなく学習の優先順位を付
ける必要がある．本報告書の主張では，すべての人を対象に学習を達成するためには次の 3
つの補完的な戦略が必要になるであろう．

•	 第 1 に，学習を評価した上で真剣に取り組む目標にする．情報そのものが改革に向けた
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インセンティブを生み出すが，多くの国々では学習を測定するのに適切な指標が欠如して
いる．

•	 第 2 に，学習のために学校を機能させるべく証拠に基づいて行動する．優良な学校の教
室では教員と生徒の間にしっかりとした関係が築かれている．脳科学が進歩し教育者が革
新するのに伴って，生徒が最も効果的に学習できる方法に関する知識が大幅に拡充してき
ている．しかし，多くの国やコミュニティ，学校が採用している教育へのアプローチの仕
方は，最も有望かつ証拠に基づくものとはしばしば異なっている．

•	 第 3 に，関係者が協力して制度全体を学習のために機能させる．仮に制度レベルでの技
術的・政治的な障害が学校レベルでの学習重視を阻害しているのであれば，教室における
革新は大した影響力をもたないだろう．これが低レベル学習の罠にはまり込んでいる多く
の国々の状況である．この状況から脱却するためには，より深層にある原因に関心を向け
る必要がある．

　世界銀行グループは，本報告書の重要な発見をわれわれの活動にすでに織り込みつつある．
教育に対するわれわれのコミットメントの規模を拡大し，潜在能力が未開拓のまま浪費され
ている子供たちに資する形で，われわれの知識を適用できるように新たな方法を引き続き探
求していきたい．例えば，学習とその決定要因に関してより有益な指標を開発中である．早
期介入・教員研修・教育技術などの分野における学習を改善するために，その実践の指針が
確実に証拠に基づくものとなるようにしている．プロジェクト分析や戦略的な国別診断にお
いては，制度レベルの機会と限界のすべて――政治的な制約を含む――が考慮されることを
確保している．さらに，より大きな革新や機敏性を可能にするようなオペレーション上のア
プローチを，われわれとしては引き続き強調していくつもりである．
　このような努力の背景にあるのは，世界中の生徒全員が学習する機会を手にすることを保
証するという世界銀行グループのコミットメントである．教育が約束することの実現は，明
日の経済のなかで競争するだけでなく，コミュニティを改善し，強固な国を作り，最終的に
貧困のない世界に近付くチャンスをも生徒たちに付与することを意味する．

ジム・ヨン・キム
世界銀行グループ総裁
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